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この授業に関係する資格及び含めることが必要な事項 
教員免許（中学校 2 種・保健体育、栄養教諭 2 種） 
・幼児、児童及び⽣徒の⼼⾝の発達及び学習の過程 

学位授与⽅針（ディプロマポリシー）との関連 
〇 豊かな⼈間性（広い視野、深い思考⼒）  健康づくりの実践的指導能⼒ 
 ⾷、栄養科学の専⾨的知識  健康⽣活の知識と技術の修得 
 健康管理の指導技術の修得 〇 実社会に役⽴つ能⼒ 
 運動、スポーツ科学の専⾨的知識 〇 社会に貢献できる実践⼒ 

授業の⽬的と概要 

幼児、児童及び⽣徒の⼼⾝の発達はどのようになされるか、発達に影響を及ぼす要因、各発達段階の特徴、発達課題等について理解する。ま
た、学習に影響を及ぼす要因、学習の動機づけ、集団づくり、学習評価、学級経営のあり⽅等について、教育実践に役⽴つ⼒を⾝に付ける。 

学習の到達⽬標 

1.発達の過程及び特徴について理解する。2.学習のメカニズムを理解する。3.発達と学習の諸理論について理解する。以上の 3 点を基に、各発
達段階における⼼理的特性を踏まえた学習活動を⽀える指導の基礎となる考え⽅を考察する。 

回 授業内容 キーワード AL
１ 発達について 教育⼼理学、発達観、発達・発育曲線  
２ ⼼と記憶 ⼼と脳、記憶の仕組み、忘却曲線、メタ記憶  
３ 発達に関する諸理論 ハヴィガーストの発達課題、ピアジェ理論、エリクソン理論  
４ 幼児期の発達 基本的信頼、マシュマロテスト、愛着（アタッチメント）  
５ 学童期の発達 ⼩ 1 プロブラム、勤勉性、社会性の発達、9（10）歳の壁  
６ ⻘年期の発達① ⻘年期の特徴と課題 中 1 ギャップ、⾃我の芽⽣え、反抗期、アイデンティティの確⽴  
７ ⻘年期の発達② ⻘年期の学説 モラトリアム、マージナルマン、孤独感、10 代の脳と⼼  
８ ⽣涯発達・ライフサイクル ライフサイクル、中年の危機、アイデンティティの再確⽴  
９ 知性・パーソナリティ 知性の発達、タイプ論と特性論、パーソナリティ⼼理学  
10 学習意欲・動機づけ 動機づけ、学習性無⼒感、期待効果（ピグマリオン効果） 〇
11 学習理論と学習⽅法 S－R 理論、分散と集中、⾃⼰調整学習、学習形態 〇
12 学習評価 IQ、絶対評価と相対評価、ポートフォリオ、コンピテンシー 〇
13 発達障害と学習 発達障害、学習障害、学習⽀援 〇
14 学級集団と⼈間関係 学級集団、⼈間関係の測定法、学級経営、PM 論 〇
15 総合・まとめ 発達過程、学習と記憶  

教科書及び参考図書 
参考図書・参考資料等 和⽥万紀 編『Next 教科書シリーズ 教育⼼理学』弘⽂堂、 外⼭紀⼦・外⼭美樹 著『やさしい発達と学習』有斐閣 
アルマ、 安藤寿康・⿅⽑雅治 編『教育⼼理学』慶応義塾⼤学出版会  

準備学習・事後学習 
準備学習（週 1.0 時間）︓参考図書やインターネット・配付資料等を通して、予習をしておくこと。 
事後学習（週 2.0 時間）︓授業の内容をよく復習するとともに、⽣きた知識として活⽤するために、さらなる探究や調べ学習を⾏うこと。 

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの⽅法 

提出された課題などにコメントを返信する。共通の内容については授業内でフィードバックを⾏う。 

成績評価の⽅法・基準 

授業参加態度・⼩レポートの内容 50％、授業内課題 50％ 

評価 成績評価別の到達度 
S 発達と学習の⼼理学についての知識を⼗分に理解し、教育実践に応⽤できる⼒を⾝に付けている。 
A 発達と学習の⼼理学についての知識を理解し、実践的⽅法を概ね⾝に付けている。 
B 発達と学習の⼼理学の概略について理解し、実践的⽅法の⼀部を⾝に付けている。 
C 発達と学習の⼼理学の概略について最低限は理解している。 

 


